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温暖化による雑草の大豆汚損粒発生リスク

農研機構 中央農業研究センター

気候変動対策プロジェクト研究成果発表会（平成30年2月14日）91 安定生産

問い合わせ先：農研機構 中央農業研究センター 澁谷知子 tshibuya@affrc.go.jp

大豆の収穫時に水分が高い雑草が混入すると、大豆が汚れて（汚損粒）、品
質が低下し、大きな問題になります。温暖化によって、雑草の生育量が増加す
るとともに水分が低下するのが遅れ、汚損粒の発生リスクが増加します。汚損
粒発生リスクを評価して汚損粒被害を回避する対策技術を開発しています。

混入する雑草の水分が
50％以上だと汚損粒が

発生します。
→降霜時期の予測から、
水分が50%以下になる時

期を推定してリスクを評
価します。

温暖化による新たな雑草問題

大豆作には、いろいろな外
来雑草が侵入しています
が、温暖化にともなって熱
帯原産の雑草も侵入・定着
して、問題になっています。

雑草の繁茂で大豆の収量
が低下し、収穫不可能なこ
ともあります。

大豆収穫期に残っている
雑草は、大豆汚損粒の発
生原因となり、著しく品質
が低下します。

本プロジェクトでは温暖化
による汚損粒発生リスク評
価法を開発し、汚損粒の被
害を回避するための対策
技術を開発しています。

大豆をおおう熱帯原産の外来
アサガオ（マルバルコウ）

大豆収穫期に青々としている
ニシキアオイ

汚損粒
正常粒

温暖化による汚損粒研究のポイント

［汚損粒発生に関わる気象要因］

雑草の水分低下
の遅延

生育期間の温度 降霜時期

雑草の生育量
の増加

温暖化

汚損粒発生
リスク増加

混入する雑草の量が
多いと汚損程度がひ
どくなり、汚損粒数も

多くなります。
→生育量を推定してリ
スクを評価します。

汚損粒発生リスクの高い警戒すべき
雑草の情報を公表します。

温暖化による汚損粒発生リスクが高
い雑草について防除技術を開発し、
マニュアルとして公表します。

普及・社会実装への道筋

雑草の水分と混入量
が同じでも、雑草の種
類によって汚損粒発
生程度が異なります。
→雑草の種ごとに汚

損粒発生程度を定量
化してリスクを評価し
ます。

遅延上昇

 気温上昇によって
生育量が増加する

 開花しても枯れずに
生育し続ける

 出芽期間が長い

 後発生の個体の草
高がコンバイン刈り
高よりも大きくなる

汚損粒発生リスクが高い雑草種
の特徴は・・・

 水分が高く維持されや
すい

 雑草から汚れの元に
なる液が出やすい

リスク評価法

新たな防除ツール必要期間 大豆収穫期

開花始
種子落下始
枯死

6月 12月

最終防除
（慣行）

7月 8月 9月 10月 11月

開花結実継続栄養生長期間

残存・
リスク有

後発生・
リスク有

薬剤A
防除タイミング
（収穫28日前迄）

薬剤B
防除タイミング
（大豆落葉期
収穫14日前迄）

雑草の生育

霜などによっ
て枯死→
水分50%以下
（リスク無）

（品種による）

後発生・
リスク無

薬剤A（グリ

ホサートカリ

ウム塩(タッチ

ダウンiQ)）の
処理状況→

50%以下水分含有率 80%以上

汚損粒被害を回避するため、最適な防
除タイミングを明らかにし、温暖化にも対
応できる対策技術を開発しています。

温暖化・降霜遅延

（品種による）
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